
課題
○⼟地所有者の⾼齢化や相続等により
管理者が不在となり、作付けが⾏い
にくい⼭沿いの農地の荒廃化が⾒受
けられる。

○⽶価の下落が進む中、中⼼経営体は
機械のメンテナンス費⽤等の経費増
⼤が経営を圧迫している。

集約化の⽅針
○今後3年をめどに町内外からの⼊り作
も視野に⼊れた組織化により、地区
全体の集約化を⽬指したい。

富加町 ⼤平賀 ⽼梅地区

①取組開始前の状況や課題
独⾃の農地意向アンケートの実施（令和４年６⽉）
○地区の農業委員、⽼梅農地維持の会、⼟地改良区の連名で、農家及び農地所有者
向けに今後の利⽤意向についてアンケートを実施
対象農家数︓30（うち回答数︓30 回答率100％）

結果報告会及び話合いの実施（令和４年９⽉）
○農業委員、農地維持の会、⼟地改良区、町、JA中央会が出席し、アンケートの
結果報告を実施
農地利⽤意向︓⾃作継続8⼈、現在の耕作依頼を継続11⼈、貸したい10⼈
貸したい農地︓約1ha（うちすぐに貸したい0.5ha）

○集落ぐるみで耕作継続も検討⽅法し、集落営農の⽴上げについて実例を紹介
○耕作地の集約は農地中間管理事業を活⽤する⽅針とし、同事業について説明

②取組内容

今後の⽅向性
○今後2〜3年は現在の体制で耕作を続けられるが、いずれは集落営農で農地を守って
いかなければならない。

○貸し借りの利⽤調整ができた農地については、農地中間管理事業を利⽤して集約を
⾏う。

③今後の展開と⽅向性

「⽼梅地区の農地の将来について」

【地域の概要】
○⼤平賀は富加町⻄部に位置し、本郷・⻑峰・町屋・⽼梅の地区に分かれている。
○⼤平賀の耕地⾯積は57.3haで、⼈・農地プランは令和4年1⽉に更新している。
○⼤平賀の北部に位置する⽼梅地区は、津保川と⼭林の間に位置し、農業振興地域内の⽔⽥が多くを占め、県道沿いに住宅が存在
する。
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⽼梅地区の様⼦
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農地意向アンケート


